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この記事では、Oracle Solaris システムの設定と管理に必要な重要なタスクの概要について説明し
ます。この記事の各セクションでは、これらのタスクに関する詳細情報の参照先を示します。次
のようなタスクを取り上げます。

■ 2 ページの「ユーザーアカウントおよびグループの作成と管理」
■ 2 ページの「システムサービスの管理」
■ 3 ページの「システムの情報、プロセス、タスク、およびパフォーマンスの表示と制

御」
■ 3 ページの「システムコンソール、ローカル接続の端末デバイス、および電源サービス

の管理」
■ 4 ページの「プリンタの設定と管理」
■ 4 ページの「コアファイルとクラッシュダンプの情報を使用したシステムの管理とトラ

ブルシューティング」

注記 - この記事は、Oracle Solaris オペレーティングシステムがすでにインストールされ、システ
ムがネットワークに接続されていることを前提としています。これらのタスクをまだ実行してい
ない場合は、次の参照先を参照してください。

■ 『Oracle Solaris 11.3 システムのインストール』
■ 『Oracle Solaris 11.3 でのネットワーク配備の計画』

ユーザーアカウントおよびグループの作成と管理

Oracle Solaris オペレーティングシステムをインストールし、インストールしたシステムをネット
ワークに接続すると、システム上のいくつかの重要な機能を設定する準備が完了します。最初
に、システム上のユーザーアカウントとユーザーグループを設定できます。

注記 - Oracle Solaris のユーザー管理に慣れていない場合は、『Oracle Solaris 11.3 のユーザーアカ
ウントとユーザー環境の管理』 の 「ユーザーアカウントとグループとは」を参照してくださ
い。

最初に、必要なユーザーアカウントを作成し、各ユーザーにセキュリティー属性を提供します。
ユーザー初期設定ファイルを変更して、ユーザーの作業環境をカスタマイズできます。また、グ
ループアカウントを作成して、グループのセキュリティー設定を制御することもできます。コマ
ンド行ツールまたはユーザーマネージャー GUI を使用すると、これらのタスクを実行できます。

ユーザー管理の手順は、『Oracle Solaris 11.3 のユーザーアカウントとユーザー環境の管理』に記
載されています。

システムサービスの管理

システム管理者にとって重要なもう 1 つのタスクは、Oracle Solaris のサービス管理機能 (SMF) を
使用してアプリケーションとシステムサービスを管理することです。SMF を使用すると、システ
ム上のアプリケーションまたはサービス間の関係を定義できます。SMF では、サービス上で呼び
出すことができるアクションも定義されます。

注記 - SMF に慣れていない場合は、『Oracle Solaris 11.3 でのシステムサービスの管理』 の 第 1
章, 「サービス管理機能の概要」を参照してください。
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SMF を使用すると、サービスのステータス、プロパティー値、依存関係などの情報を表示できま
す。サービスのプロパティー値を変更したり、カスタムプロパティーを作成したりできます。カ
スタムサービスまたはカスタムサービスインスタンスを作成できます。システムサービスをトラ
ブルシューティングすることもできます。

サービスの管理手順については、『Oracle Solaris 11.3 でのシステムサービスの管理』を参照して
ください。

システムの情報、プロセス、タスク、およびパフォーマンス
の表示と制御

継続的なシステム管理タスクには、多くの場合、システムプロセスとシステムパフォーマンスの
モニタリングと制御が含まれます。

Oracle Solaris オペレーティングシステムに用意されている標準の管理ツールを使用すると、ホス
ト名、メモリー、プロセッサタイプなどのシステム情報を表示できます。また、システムの日付
と時間やホスト名などの情報を変更することもできます。プロセスのステータス、プロセス ID、
プロセスの優先順位などのプロセス情報を表示できます。また、標準の管理ツールを使用して、
システムプロセスの開始、停止、優先順位の変更、またはスケジューリングを行うこともできま
す。さらに、スワップの統計情報、ディスクの入出力、バッファーのアクティビティー、ディス
ク容量情報などのシステムパフォーマンス情報をモニターできます。標準の管理ツールを使用し
て、個々のジョブや反復するジョブをスケジュールすることもできます。

これらの継続的タスクの実行については、『Oracle Solaris 11.3 でのシステム情報、プロセス、お
よびパフォーマンスの管理』を参照してください。

詳細なシステムパフォーマンス情報については、次の参照先を参照してください。

■ システムパラメータの調整によるシステムパフォーマンスの向上 - 『Oracle Solaris 11.3 カー
ネルのチューンアップ・リファレンスマニュアル』 の 「Oracle Solaris システムのチューニン
グ」

■ Oracle Solaris ゾーンでの作業負荷の最適化 - 『Oracle Solaris 11.3 でのリソースの管理』 の
「リソース管理の設定のタスクマップ」

■ DTrace を使用したシステムパフォーマンス問題の調査 - 『Oracle Solaris 11.3 DTrace (Dynamic
Tracing) Guide』 の 「Getting Started」

さらに、国際的なシステム環境を管理する場合は、『Oracle Solaris 11.3 国際化対応言語環境の利
用ガイド』を参照してください。

システムコンソール、ローカル接続の端末デバイス、および
電源サービスの管理

継続的作業のもう 1 つの部分には、システムコンソールとシステムに接続された端末デバイスの
管理が含まれます。システムの電源も管理する必要があります。Oracle Solaris オペレーティング
システムでは、SMF を使用してこれらのタスクを実行します。

これらのトピックについては、『Oracle Solaris 11.3 でのシステム情報、プロセス、およびパ
フォーマンスの管理』 の 第 5 章, 「システムコンソール、端末デバイス、および電源サービスの
管理」を参照してください。
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プリンタの設定と管理

システムプリンタの管理については、次の参照先を参照してください。

■ 『Oracle Solaris 11.3 での印刷の構成と管理』 の 第 2 章, 「CUPS を使用したプリンタの設定
(タスク)」

■ 『Oracle Solaris 11.3 での印刷の構成と管理』 の 「CUPS 印刷マネージャーを使用したプリン
タの管理 (タスクマップ)」

コアファイルとクラッシュダンプの情報を使用したシステム
の管理とトラブルシューティング

もう 1 つの重要なタスクは、システムの問題を処理するための準備と、発生したシステムの問題
のトラブルシューティングに関与しています。システムクラッシュは、ハードウェアの故障、入
出力の問題、またはソフトウェアのエラーによって発生します。システムがクラッシュすると、
システムコンソールにエラーメッセージが表示され、ダンプデバイスに物理メモリーのコピーが
書き込まれます。その後、システムは自動的にリブートします。また、プロセスが異常終了す
ると、ユーザーが調査できるコアファイルが生成されます。クラッシュダンプファイルおよびコ
アファイルを作成するデフォルトのプロセスをカスタマイズできます。また、クラッシュダンプ
ファイルとコアファイルを含む Oracle Solaris の各種ツールを使用して、特定の問題の原因を調べ
たり、システムの不具合を修正したりできます。

詳細は、『Oracle Solaris 11.3 でのシステム管理のトラブルシューティング』を参照してくださ
い。

トラブルシューティングには追加のツールが用意されています。Oracle Solaris オペレーティング
システムには、予測的な自己修復が可能なシステムやサービスを構築して配備するためのアーキ
テクチャーが含まれています。障害管理アーキテクチャー (FMA) は、エラーに関するデータを受
け取り、問題を自動的に診断して、障害のあるコンポーネントをオフラインにしようとします。

障害管理については、『Oracle Solaris 11.3 での障害、欠陥、およびアラートの管理』を参照して
ください。

その他のドキュメント

各 Oracle Solaris リリースのドキュメントライブラリは、システム管理のあらゆる側面を扱ってい
ます。この記事で説明している重要な管理タスクに加えて、各リリースのドキュメントセットで
は次を扱っています。

■ ネットワークの管理
■ システムのデータとストレージの管理
■ システムのセキュリティー保護
■ 仮想環境の作成と使用

これらのトピック領域については、ドキュメントライブラリを確認してください。
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